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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年5月13日(2010.5.13)

【公開番号】特開2008-38142(P2008-38142A)
【公開日】平成20年2月21日(2008.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-007
【出願番号】特願2007-172188(P2007-172188)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/04    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月31日(2010.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）と（Ｂ）の合計量を１００重量部として、（Ａ）ポリ乳酸系樹脂１～６０重量部、
（Ｂ）ポリオレフィン系樹脂９９～４０重量部および（Ｃ）相溶化剤１～５０重量部を配
合してなる樹脂組成物。
【請求項２】
（Ｃ）相溶化剤が、下記から選ばれる少なくとも１種である請求項１に記載の樹脂組成物
。
（Ｃ－４）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル基、シ
ラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基から選択される少なく
とも１種の官能基を含有するアクリル系樹脂またはスチレン系樹脂
（Ｃ－３）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル基、シ
ラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基から選択される少なく
とも１種の官能基を含有するポリオレフィン系樹脂
（Ｃ－１）エチレン/酢酸ビニル共重合体
（Ｃ－２）エチレン/（メタ）アクリル酸エステル共重合体
（Ｃ－５）アイオノマー樹脂
【請求項３】
（Ｃ－１）エチレン/酢酸ビニル共重合体が、下記の条件を一つ以上満たすものである請
求項２に記載の樹脂組成物。
（ｃ－１－１）酢酸ビニル含有量が、２５重量％以上、かつ５５重量％未満
（ｃ－１－２）１９０℃、２１．２Ｎ荷重条件でのメルトフローレートが、３０ｇ／１０
分以下
【請求項４】
（Ｃ－２）エチレン/（メタ）アクリル酸エステル共重合体が、下記の条件を一つ以上満
たすものである請求項２に記載の樹脂組成物。
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（ｃ－２－１）（メタ）アクリル酸エステル含有量が、２６重量％以上
（ｃ－２－２）１９０℃、２１．２Ｎ荷重条件でのメルトフローレートが、８ｇ／１０分
以上
【請求項５】
（Ｃ－３）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル基、シ
ラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基から選択される少なく
とも１種の官能基を含有するポリオレフィン系樹脂が、下記の条件を一つ以上満たすもの
である請求項２に記載の樹脂組成物。
（ｃ－３－１）酢酸ビニル含有量、または、（メタ）アクリル酸エステル含有量が、３～
４５重量％
（ｃ－３－２）１９０℃、２１．２Ｎ荷重条件でのメルトフローレートが、１ｇ／１０分
以上
【請求項６】
（Ｃ）相溶化剤が、（Ｃ－１）エチレン/酢酸ビニル共重合体の１種以上および（Ｃ－３
）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル基、シラノール
基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基から選択される少なくとも１種
の官能基を含有するポリオレフィン系樹脂の１種以上を併用配合するものである請求項２
、３、５のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
（Ｃ）相溶化剤が、（Ｃ－４）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アル
コキシシリル基、シラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基か
ら選択される少なくとも１種の官能基を含有するアクリル系樹脂またはスチレン系樹脂で
あり、さらに耐衝撃性改良剤を併用配合するものである請求項２に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
さらに充填剤を配合してなる請求項２～７のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項９】
さらに可塑剤を配合してなる請求項２～８のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
アイゾット衝撃強度が５５Ｊ／ｍ以上、荷重０．４６ＭＰａにおける荷重たわみ温度が８
５℃以上である請求項１～９のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項１１】
請求項１～１０のいずれかに記載の樹脂組成物からなる成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　すなわち本発明は、
（１）（Ａ）と（Ｂ）の合計量を１００重量部として、（Ａ）ポリ乳酸系樹脂１～６０重
量部、（Ｂ）ポリオレフィン系樹脂９９～４０重量部および（Ｃ）相溶化剤１～５０重量
部を配合してなる樹脂組成物、
（２）（Ｃ）相溶化剤が、下記から選ばれる少なくとも１種である（１）に記載の樹脂組
成物、
（Ｃ－４）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル基、シ
ラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基から選択される少なく
とも１種の官能基を含有するアクリル系樹脂またはスチレン系樹脂
（Ｃ－３）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル基、シ
ラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基から選択される少なく
とも１種の官能基を含有するポリオレフィン系樹脂
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（Ｃ－１）エチレン/酢酸ビニル共重合体
（Ｃ－２）エチレン/（メタ）アクリル酸エステル共重合体
（Ｃ－５）アイオノマー樹脂
（３）（Ｃ－１）エチレン/酢酸ビニル共重合体が、下記の条件を一つ以上満たすもので
ある（２）に記載の樹脂組成物、
（ｃ－１－１）酢酸ビニル含有量が、２５重量％以上、かつ５５重量％未満
（ｃ－１－２）１９０℃、２１．２Ｎ荷重条件でのメルトフローレートが、３０ｇ／１０
分以下
（４）（Ｃ－２）エチレン/（メタ）アクリル酸エステル共重合体が、下記の条件を一つ
以上満たすものである（２）に記載の樹脂組成物、
（ｃ－２－１）（メタ）アクリル酸エステル含有量が、２６重量％以上
（ｃ－２－２）１９０℃、２１．２Ｎ荷重条件でのメルトフローレートが、８ｇ／１０分
以上
（５）（Ｃ－３）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル
基、シラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびはエポキシ基から選択され
る少なくとも１種の官能基を含有するポリオレフィン系樹脂が、下記の条件を一つ以上満
たすものである（２）に記載の樹脂組成物、
（ｃ－３－１）酢酸ビニル含有量、または、（メタ）アクリル酸エステル含有量が、３～
４５重量％
（ｃ－３－２）１９０℃、２１．２Ｎ荷重条件でのメルトフローレートが、１ｇ／１０分
以上
（６）（Ｃ）相溶化剤が、（Ｃ－１）エチレン/酢酸ビニル共重合体の１種以上および（
Ｃ－３）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基、アルコキシシリル基、シラ
ノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキシ基から選択される少なくと
も１種の官能基を含有するポリオレフィン系樹脂の１種以上を併用配合するものである（
２）、（３）、（５）のいずれか１項に記載の樹脂組成物、
（７）（Ｃ）相溶化剤が、（Ｃ－４）酸無水物基、カルボキシル基、アミノ基、イミノ基
、アルコキシシリル基、シラノール基、シリルエーテル基、ヒドロキシル基およびエポキ
シ基から選択される少なくとも１種の官能基を含有するアクリル系樹脂またはスチレン系
樹脂であり、さらに耐衝撃性改良剤を併用配合してなる（２）に記載の樹脂組成物、
（８）さらに充填剤を配合してなる（２）～（７）のいずれか１項に記載の樹脂組成物、
（９）さらに可塑剤を配合してなる（２）～（８）のいずれか１項に記載の樹脂組成物、
（１０）アイゾット衝撃強度が５５Ｊ／ｍ以上、荷重０．４６ＭＰａにおける荷重たわみ
温度が８５℃以上である（１）～（９）のいずれか１項に記載の樹脂組成物、
（１１）（１）～（１０）のいずれかに記載の樹脂組成物からなる成形品、
である。
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